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 「第３２回面影１丁目納涼祭」が７月２９日（土）、

塩釜神社前広場で開かれ、訪れた地域住民が夏の夜

のひと時を楽しみました。 

「笑顔あふれる すてきな面一」をテーマにした祭り

は、明朗会の「しゃんしゃん体操」で幕開け。子ど

も会の「じゃんけん大会」・「輪になって踊ろう」な

どが行われました。ステージでは吹奏楽の演奏のほ

か「津軽じょんがら三味線」・「民謡おどり」などが

次々と披露され、訪れた地域住民を楽しませた。 

 又、恒例のカラオケでは予期せぬ大雨で中断を余

儀なくされたが、ほどなく回復。再開後は雨を吹き飛ばすような町内の芸達者が素晴らしい歌声を披露

しヤンヤの喝采を浴びていました。 

 会場では生ビール・焼きそば・カレーライス・フランクフルトなどの屋台が並び大にぎわい…。恒例

のお楽しみ抽選会では大当たりが出るたびに大きな歓声が上がり住民たちは飲み物などを片手にそれ

ぞれ夏の夜を満喫していました。 

  

前日からの準備・後片付け等、役員及びスタッフの皆様大変お疲れさまでした。              
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大人は生ビール！そして子どもはかき氷 

お祭りを思い思い楽しんでいるようです。 

飲んだらやはり「カラオケ」！町内にも芸達者がいます。今回もプロ

顔負けのパフォーマンスでステージを盛り上げてくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑い日が続いています。加えて深夜のオリンピック放送と、連日の体調管理が大変でしたね。 

さて、先般の「笑顔あふれる すてきな面一」をテーマとした納涼祭は、大雨にも負けることなく、

多くの方々のご協力によりまして、大盛り上がりのうちに無事終了する事が出来ました。 

又、納涼祭実行委員の皆様には前準備・当日のバザー等のお世話、そして後片付けと大変お世話に

なりました。 

何かをする時には皆が１つとなって行動する。これぞまさに「面一 力！」なんですよね。 

これら全部・全部に感謝申し上げます。 

 

 

町内会長 西村 範義 

  

 

６月２３日（土）、県住集会所において、心肺蘇生法

及び自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の講習会が行われ

ました。心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方法を会得し、「も

しもの時」に対応できるようにと実施されたもので、

今回は町民約１６名が参加しました。 

 当日は、鳥取消防署から２名の講師をお招きして救

命処置の重要性を学習した後に，人形とＡＥＤを使っ

て実技講習が行われました。参加者は、実際の救命処

置の場面を想定し，人工呼吸・心臓マッサージを行い，

ＡＥＤを装着するまでの流れを、交替で行いました。 

  

 

 

５月２０日（日）、町内一斉清掃を行いました。この

一斉清掃は、毎年春と秋の２回実施していますが、毎回、

大勢の方の協力によりごみが回収されています。 

五月晴れの中、午前７時町内会の指定場所に集合し、

主要道路沿い・公園・県営住宅付近など中心に多くの町

民の参加をいただき、約２時間かけてごみ・草取りなど

をしました。地域を美しくする活動として引き続きご協

力をお願いします。 

 

 今回の納涼祭も暑い中、皆様のおかげで無事に終える事が出来ました。 

反省する点は多々ありますが、今年も暑い中、全員が力を合わせ楽しむ事が出来ました。 

今年は例年にない芸能なども沢山あり、思い切り楽しんでもらえたものと思っております。 

特に猛暑の中、会場の設営にご尽力いただきました設営班に感謝すると共に、明朗会、バザー班、関

係者の皆さんとのふれあいが出来たことを嬉しく思います。 

来年もよろしくお願いします。 

納涼祭実行委員長 波多野 光俊 



 

 

 

  

面影地区ソフトボール大会が８月１９日（日）、桜

ヶ丘中学校グランドで開催され、各町内会から参加し

た１３チームが優勝目指し熱戦をくり広げました。猛

暑の中での大会となりましたが、大ホームランもあれ

ば珍プレーもあり、グランドは一日中大きな歓声に包

まれ、暑さにもめげず元気なプレーを披露してくれま

した。 

優勝候補の面影１丁目は、初戦で雲山チームと対

戦、健闘したが序盤の失点が大きく響き、残念ながら３―１３で敗れました。敗れはしたが、７５歳の

高齢？にもかかわらずエースの加藤さんを始め、随所にすばらしいプレーを見せてくれました。 

選手の皆さん猛暑の中、お疲れさまでした。 

 

 

７月１日（日）、「三角公園」の芝の植え付けを行いま

した。これは、鳥取市の「はだしであそべる公園づくり」

事業により当町内会の「三角公園」が芝生化されること

に伴い行われたものです。 

当日はあいにくの雨、参加人数が懸念されましたが、

「三角公園 愛護会」の役員を中心に、該当する班の住

民など約４０名が参加しました。参加者の多くは芝植え

付けは初めてとあって、戸惑う場面もあったようです

が、担当職員のアドバイスもあり順調に作業は終わりま

した。又、前日には「山の公園」でも約３０名の会員が

参加して芝の植え付けを行いました。これにより、町内

の公園３か所が芝生化されました。 

 

 

昨年の１０月２８日に実施された「第 33 回公園愛護

コンクール」において、植栽管理の部門の優良公園とし

て表彰される運びとなり平成２４年７月１１日に「鳥取

市公園愛護会総会」で受賞の栄誉に浴しました。 

 当公園は、面影１丁目地区内にある４つの公園のう

ち、面積わずか９６㎡と極小の空き地でしたが、平成２

１年１月１日に会則を制定し、「面影東公園」として地

域の皆様に憩いの場となるよう会員一同、汗を流しモデ

ル公園と評されるほどになりました。 

 私たちは、この度の受賞を機に更に公園の美化に努

め、愛される公園作りに寄与したいと思いますので関係

者皆様のご支援よろしくお願い申し上げます。 

【記事提供：面影東公園愛護会会長 新様】 【写真提供：吉田様（９班）】 


